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金曜日は午後7時まで開館(入室は午後6時30分まで)月曜日は

入場料/一般700円･高大生400円･小中生200円
(560円)　　　(320円)　　　(160

● ( )は前売LJと20名以上のEE体料金

●高松市に住所を有する長寿手帳･身体障害者手帳または療育手帳所
●第2･第4土曜日は小･中･高生無料

佐々木象堂｢鋳鋼色絵鶴寄置物｣ (1940)
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Craft Movements inJapan
1920S- 1945

大正後期から昭和初期にかけては社会はまさに､激

動の時代でした｡戦時統制や不況打開のための産業合

理化政策が実施された一方で､逆に個人主義が浸透す

ることによって､都会を中心に洋風でモダンな生活様

式が流行します｡こうした複雑な社会情勢を背景とし

て､工芸の世界でも個性的な表現を重要視した多彩な

活動が展開されますが､それはまさしく｢工芸の青春期｣

とも呼べる時代でした｡

本展では､明確な作家意識をもち個性的な表現をめ

ざしたく美術工芸)､国による産業振興政策と連動し

て大量生産を推進した(産業工芸)､そして古くから

伝わる民衆の日用品に美を見出し､質実な工芸を唱え

たく民芸)､この三つの大きな工芸運動を中心に多角

的な展開をみせた新興工芸の諸相を約160点の作品に

よって紹介するものです｡

○竃蒜完と高松｣

樋田豊次郎(東京国立近代美術館主任研究官)
日　時/6月2日伯)午後1時30分から

場　所/高松市美術館講堂　入場料/無料(先着200名様)

⑦蒜蒜,,ヨン展
7月3日㈱～7月14日(日)

○催し物のお知らせ
ミュージアム･ライブ｢新長幸人パーシャクラブ｣
9月5日休)午後6:30開演

鮪部爾式｢色絵紅梅花瓶｣(1937)京都国立近代美術館蔵
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